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超小型 EV コンセプトカーにおける当社ブレーキ配管の採用について 

 

当社は、主力製品の一つで、グローバルでトップクラスのシェアを誇るブレーキ配管を、超小型 EV 技

術研究組合（METAx*1）が開発する超小型 EV コンセプトカーのマイクロ・ユーテリティ・ビークル（以

下「MUV*2」）向けに供給いたしました。MUV は、10 月 26 日（木）から 11 月 5 日（日）（会期）に東京

ビッグサイトで開催される JAPAN MOBILITY SHOW 2023 にて、株式会社トノックスおよび株式会社ヴ

ァレオジャパンのブースで展示されます。 

 

「次世代モビリティ」の国内販売市場は 2025 年に 1 万 1,350 台、2030 年には 9 倍の 10 万 2,700 台に

拡大する見通し*3 であり、METAx は新事業会社を設立し、完全受注生産で年 2,000〜3,000 台の販売を目

指しているとのことです。 

 

当社にとって本供給は、主力製品の一つであるブレーキ配管の電動車における新たな採用実績となりま

す。今後も電動車向けの取引拡大に努めてまいります。 

 

 

*1 超小型 EV 技術研究組合（METAx）は、『車両の電動化』に加え、『ラストワンマイルの配送やデリバリーサービ

スにおける新たなソリューション』となる超小型 EV の開発を目的に経済産業省の認可を受け、設立されまし

た。MUV 試作車の企画・設計・製作・評価・実証実験を行い、2026 年頃の量産開始を目指しています。 

*2 MUV は、小規模配送等での運用を想定したバイクとクルマの間を埋める超小型モビリティです。高齢化や人口

減など社会構造の急激な変化を迎える社会において、身近で使いやすい EV の選択肢として開発されています。 

*3 矢野経済研究所調べ 

 

【ご参考】超小型 EV 技術研究組合プレスリリース一覧  https://metax.or.jp/news/ 
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